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第４章 工事完成図書 

4.1 工事概要 
本工事は神奈川県南足柄市班目地先にある、文命用水の制水ゲート右岸側において、

10kW 相当の小水力発電設備及び系統連系に必要となる電気設備の他付帯工事一式を

設計・施工を行ったものである。 

 

 



 
小水力発電装置本体作業フロー 
 
１．資機材の搬入 
 
２．既設角落し材撤去 
 
３．固定金具設置 

固定ガイド（固定金具）仮止め 
コンクリートドリルでホールアンカー用孔削孔 
孔清掃 
硬化剤注入 
アンカー挿入 
アンカー養生（効果するまで） 
固定金具とアンカーをナットで固定 

 
４．水車架台を水車にボルト留め 
 
５．昇降架台固定 
 
６．水車本体・水車架台を固定ガイドに挿入 
 
７．制御盤取付（事前に基礎コンクリート打設してある） 
 
８．パワーコンディショナー取付（   〃   ） 
 
９．ダミーロード設置 
 
１０．系統連系用建柱 
 
１１．配線工事 
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工事概要 
電気の配線(単線結線図の説明) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IPM(interior permanent magnet)発電機に依り発電された電気は、driver で直流

へ変換します、さらに DC360V へ昇圧しパワーコンディショナ(通称パワコン)の入力

電源とし、パワコンにより系統(東京電力)へ送電します。 
Driver の役割について、発電された交流を直流に変換すると共に昇圧を行います、

パワコンの定格入力電圧 DC300V を満足する電圧を作り出します。 
Load Controller の役割について、昇圧された DC 電圧が 380V を超えないように

する為負担となって DC 電圧を抑圧制御します。 
以上が発電制御盤の概要となります。 

PLC(programmable controller)の制御により発電開始および停止、driver へ電源

の供給を「運転」とし供給を止める事を「停止」と言います、PLC の制御により

MC(magnetic contacter)の入り切りを制御しています、さらに driver で計測された発

電電力値、パワコンの送電電力値、積算送電電力値を表示(小扉内のタッチパネル)を
しています。(計測と表示) 

PLC は発電・送電情報の集められたデータを遠方監視装置に供給する事が可能で

す、さらに全データをメモリーに格納し後日情報の解析をする事が出来ます。 
 

単独運転の場合について 
系統が停電時は単独検出機能が働き解列します、確認時間経過後復電と共に連系し

ます、パワコンの取説 17 ページに処置が書かれています。 
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消耗品仕様一覧と購入先 
消耗品リスト(水車編) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水車の上消耗品リスト(水車編)部に自動グリス給油器 Perma(ドイツ製)を使用し

ています。 
パーマ 3 は容量 3 ヶ月分です、3 ヶ月に一度の交換をお勧めします。 
ネットからの購入が可能です、型番は SF01 が標準品です。添付資料参照 
値段は 3 ヶ月用で¥3335－です。(SF01-3) 
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消耗品リスト(電気編) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発電制御盤左右の側面にフィルター付のギャラリ(左側面)換気フード(右側面)が

有ります、定期掃除を推奨していますが汚れがひどいようでしたら新しいものと交

換して下さい。 
フィルターはネットで購入可能です、型番は FL12 に成ります。添付資料参照 
値段は 1 ヶ¥900-です。 
オリエンタルモーター株式会社 
   -TEL:0120-925-410 又は 0120-944-191 でも受付しています。 
 
 
 
 
 
 

4-5



 

 

  

4.2 設備仕様書 

 

 

 

 

設備仕様書 

 

 

 

 

 

平成 24年  10 月 

 

 

 

 

 

シーベルインターナショナル株式会社 
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第Ⅰ編  総括事項 
第 1 章  一般事項 

 

1-1 小水力発電装置の概要  
 

 神奈川県南足柄市班目及び開成町金井島地内「文命用水」 

  

 開水路式（低落差型）小水力発電の連続型ユニット標準化実証システム 

  スモールハイドロ「ストリーム」ＳＴ-7W7×110Ｋ及び合同最大定格制御 10ｋＷ 

    

1-2 納品目 
(1) 水  車ユニット 

(a) 数  量 1 台 

(b) 形  式 垂直２軸クロスフロー水車（扇形流量調整ゲート機能付） 

(c) 有効落差 最高  約 1.75 m 

(d) 最大使用水量 約 1.3 m3/s 

(e) 最大出力 約 5.2ｋＷ 

(2) 発電機ユニット 

(a) 数  量 2 基 set× 1 台 

(b) 形  式 永久磁石式同期型発電機 (SSGX-27P5BFN) 

(c) 出  力 7.5kW 1 基当り（最大定格発電量） 

(d) 回転速度 1450 min-1  （定格回転） 

(e) 周波数 57.5 Hz  

(3)制御盤機器 

(a) 配電盤(制御盤) 1 台（最大定格出力 10ｋＷ） 

(c) 諸装置 1 式 

 

1-3 設置場所 
  神奈川県南足柄市班目 地内 

1-4 設置予定 
  設置工事期日は、平成 25 年 3月 31 日までとし、発注者の竣工検査をもって工事完了引渡し

とする。 

1-5 設置工期 
(1) 据付開始予定期日 平成 25 年  2 月 27 日 

(2) 据付完了予定期日 平成 25 年  3 月  1 日 
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第 2 章  基準に関する事項 
2-1 機能の基準 

必要とする規格及び基準は、以下の項目を適用する。 

(1) JIS(日本工業規格) 

(2) JEC(電気規格調査会標準規格) 

(3) JEM(日本電気工業会標準規格) 

(4) JCS(電線技術委員会標準規格) 

(5) 電気設備に関する技術基準 

(6) 発電用水力設備に関する技術基準 

(7) 発変電規程(電気技術基準調査委員会編) 

(8) その他関係法令及び規格 

2-2 基準事項の確認方法 
基準事項については、工場試験、現地試験及び計算書により確認する。 

2-3 性能不足に伴う処理 
製作者は、工場試験及び現地試験において計測した数値が満足しない場合、これを満足する

ように改善する。 

 

 

第 3 章  その他の事項 
3-1 製作者間の連絡 

納入機器の製作者が 2者以上にわたる場合には、設計、製作及び据付に当たって、製作者間

で互いに緊密な連絡を行い、全体として完全なものを納入する。 

 

3-2 据付技術員及び作業員の派遣 
製作者は、機器据付調整及び試運転などに必要な技術員を派遣する。 

また、特殊技術を要する作業には、熟練者を派遣して施工する。 

 

3-4 試験及び検査 
納入機器は、本仕様書の定める事項に従い、工場及び現地において試験及び検査を実施する

が、工場検査を行ったものでも現地における試験及び検査に合格すること。 

また、試験及び検査にあたっては、発注者と十分打合せを行うこと。 

 

3-5 据付工事 
製作者は、施工にあたり、発注者及び工事施工者及び製作者と十分事前協議し、安全の確保、

諸法規の遵守、他業者ならびに地元との協調などに十分配慮をはらい、円滑な工事の施工を図

ること。 

3-6 分解組立用特殊工具 
特殊作業に必要な機器及び材料は、製作者にて用意すること。 

また、将来分解組立に必要な特殊工具が必要な場合は納入するものとする。 
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3-7 付属品及び予備品 
各機器に対して、本仕様書に記載のない事項であっても、運転保守上当然必要な付属品は備える

こと。また、予備品及び共通の部品を使用するときは、互換性を持つように製作する
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第Ⅱ編  設計要項 
第 1 章  小水力発電機及び設計諸元の概要 
 

1-1 小水力発電設備の概要 
(1) 発電装置本体     小水力発電システム「ストリーム」 ST-7W7-150K 

（モジュール組合せによるユニットタイプ） 

材  質 水車・軸 SUS304 

          他構造物は、SS400（亜鉛メッキ塗装） 

形  状（ハウジング外形）  1540(W)× 1243  (B)× 904 (H) 

水車径 φ700 ㎜×2軸 

台 数       水車ユニット  1 台 

          制御ユニット  1 台  

          集水板（流水流入装置） 1 基 

 

1-2 添付図面 
(1) 単線結線図 

(2) 水車本体構造図 

(3) 制御盤姿図 

(4) 系統連系板姿図 

 

第 2 章  一般仕様 
2-1 機械的構造及び強度 
(1) 構  造 

(a)  水車、発電機の各部は、あらゆる運転に対し十分な強度及び剛性を有し、有害な変形を

生じないこと。 

(b)  回転部の臨界速度は、最大無拘束速度に対して十分な余裕をとること。 

  (C) 流水での浸水、流水の飛沫等による腐食を考慮した機器の材質とする事。 

    (d) 通常時の機械的メンテナンス点検 については、水路内の流量の水流を確保した 

    状況で作業を可能とすること。（メンテナンスの簡略化、コスト削減化） 

    (e)  必要に応じて、水路内の流水を確保した状況で、流量調整板の開放 及び閉鎖及び水力

発電（水車ユニット部）設備全体の吊上げを可能とすること。 

   (f)  水路の機能の確保 

    本来の水路の持つ機能の流量の流下において、水力発電機又は水車の故障 

     した場合でも、水路の流下能力に支障がないこと。 

(2) 強  度 

(a) 水車、発電機の各部に発生する最大応力(過渡状態を含む)は、使用材料の降伏点に対し

十分に安全であること。 
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2-2 電気方式及び電圧 
2-2-1 主回路 
(1) 発電機 

三相 3線交流 57.5Hz 176V 以上 

  (2)制御盤出力 

 単相 2線直流 300V  

(3)系統連系盤 

三相 3線交流 50Hz 202V 系統連系 

 

第 3 章  水  車 
3-1 水車及びハウジング本体 
3-1-1 所要数量 
   1 基 

3-1-2 形式 
垂直 2軸クロスフロー水車 （扇型流量調整ゲート機能付） 

 水車径 φ700ｍｍ 

 水車高 φ700ｍｍ 

 水車  2 軸（1つのハウジング内に水車 2基） 

3-1-3 定格事項 
(1) 有効落差 

     約 1.3 m 

(2) 流  量（発電使用水量） 

最大流量      有効落差において 約 1.3 m3/s 

(3) 出  力（想定発電量） 

平均有効落差時      7.5 kW/台 × 2 台 ＝15ｋＷ 

(4)水車想定 回転速度    66 min-1 （平均有効落差 1.75ｍ時） 

3-1-4 材質 
  (1)水車      軸及び水車翼 SUS304 

  (2)ハウジング   SS400 （亜鉛メッキ塗装） 

  (3)その他部品   製造者指定
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第 4 章  発電機 

4-1 発電機本体 
4-1-1 所要数量 

1 水車ユニットに対して、発電機ユニット 2基（2軸）×1台＝1基の発電機  

4-1-2 形  式 
永久磁石式同期型発電機(SSGX-27P5BFN) 

4-1-3 定格事項 
(1) 定格の種類 連続定格 

(2) 出  力 7.5kW/台×2台＝最大定格発電 15.0ｋＷ  

           （3 相 3 線交流出力） 

(3) 電  圧 176V 以上 

(5) 周波数 57.5Hz 

(6) 回転速度 1450min-1 

 

 

第 5 章  配電盤 
5-1 構  成 
5-1-1 盤の名称及び数量 
(1) 小水力発電機制御盤 1 面 

5-1-2 一般仕様 
(1) 配  線                      2.0mm2以上 

(2) 配線色  

一般線    黄色および黒 

接地線    緑色 

(3) 盤塗装色                      5Y7/1 

5-2 発電機制御盤・系統連系盤 
5-2-1 形式及び構造 
(1) 形  式 

屋外鋼板製自立配電盤 

(2) 構  造 

(a) 主盤の床面に接する箇所には、高さ 100mm のチャンネルベースを設けるものとする。 

(b) 盤の上部には、アクリル板製の名称銘板を取付けること。 

(c) 系統連系盤は開放型とし等辺山形鋼を骨格構成とする。 

5-2-2 規  格 
JEM1459 

5-2-3 外形寸法(mm) 
   発電機制御盤 

幅 1500 、高さ 1800 、奥行 370  

系統連系盤 
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幅 1000 、高さ 1600 、奥行 473 

5-2-5 警報装置 
オプションにより監視装置を装備する。
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第 6 章   付帯設備 
6-1 構  成 
6-1-1 集水板・水路水車固定ｶﾞｲﾄﾞ 
(1) 水路流水集水板・固定ｶﾞｲﾄﾞ   一式（１水車に付き１集水板、固定ｶﾞｲﾄﾞ両端１ｾｯﾄ） 

6-1-2 一般仕様 
(1) 従来の水路構造及び機能に対して、支障が起こらない事 

(2) 緊急時においては、水路外への撤去が可能な構造とする事 

(3) 材料及び部材においては、十分な強度と構造である事 
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添    付    図    面 
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単線結線図 
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水車本体構造図 
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制御盤姿図 
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系統連系盤姿図 
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4.3 設計図面
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流水

施  工  図

制水門

承　認 確　認 作　成

名　称

図　番

中村

SEABELL INTERNATIONAL CO,.LTD

APPROVED CHECKED DRAWN

NAME

文命用水

水車発電機工事図
高橋

********************

八千代エンジニヤリング株式会社殿

10m
1m 2m 3m 4m 5m

パイプヒータ架台

系統連系盤

引込装柱

発電制御盤

東京電力柱

発電電力ケーブル×2

CV5.5sq-3c(ｹｲﾌﾚｯｸｽ28)

回転センサケーブル×2

CVV1.25sq-4c(ｹｲﾌﾚｯｸｽ22)

水車発電機

盤基礎

発電制御盤

CV600V 14sq-3c

ケイフレックス28

ケイフレックス管は内部に亜鉛鍍金帯鋼が

有る為外圧に強く人に踏まれても変形する事

がない為ころがし敷設と致します。

ケイフレックスの敷設について

ケイフレックス22

CVV1.25sq-4c

負荷ケーブル

CV14sq-3c×4
(ｹｲﾌﾚｯｸｽ28)×4

CV3.5sq-2c
(ｹｲﾌﾚｯｸｽ22)

パイプヒータ(負担)

三相４台＋単相1台

パイプヒータ(負担)

有孔管支持架台

有孔管　VE250

L=3000

引込装柱

(既設)

引込装柱

(6200)

責任分界点

引留碍子

6
9
0
0

6
7
9
9

6
3
0
1取引用計器箱既設制御盤

1
5
7
0

買電・売電計器箱

No.1発電機～制御盤

2013-01-11

600V CV5.5sq-3C ケイフレックス28
No.2発電機～制御盤 600V CV5.5sq-3C ケイフレックス28
回転センサ～制御盤 CVV1.25sq-4C ケイフレックス22
制御盤～系統連系盤 600V CV14sq-2C ケイフレックス28

変圧器～計器箱 600V CV14sq-3C ケイフレックス36
計器箱～責任分界点 600V CV14sq-3C PE28
制御盤～計器箱 600V CV3.5sq-2C ケイフレックス22
計器箱～責任分界点 600V CV3.5sq-2C PE22

CVV-S1.25sq-4C ケイフレックス22制御盤～系統連系盤
CVV1.25sq-6C ケイフレックス22制御盤～系統連系盤

系統連系盤～変圧器 600V CV14sq-3C ケイフレックス36

制御盤～ﾊﾟｲﾌﾟﾋｰﾀ 600V CV3.5sq-2C ケイフレックス22
制御盤～ﾊﾟｲﾌﾟﾋｰﾀ 600V CV14sq-3C ケイフレックス28

1/100

４トンユニックトラック

変圧器

ケーブル保護板
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4.4 小水力発電機取扱説明書 

 
 
 
 

 
文命用水路 

小水力発電装置取扱説明書 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
シーベルインターナショナル株式会社 
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4.8 工場検査 

 
平成 25 年 2 月 18 日に、製作工場である中山鉄工所（所在：佐賀県武

雄市）において組み立て中の水車及び系統連系のためのパワーコンディ

ショナの確認テストの状況を検査したものである。 
 
 
本業務における水車の製作発注は、以下の条件の下、性能発注とした。 
＜性能条件＞ 
 最大使用水量：1.3m3/s 
 有効落差：1.75m 
 水車直径 700mm×2 軸 
 
検査は既設水路に設置可能な形状・大きさであること、流水が接する部

材が計画どおりに作成されていることを確認した。 
＜検査確認項目＞ 
 ・ケーシング検尺 
 ・水車本体の検尺・確認作業 
 ・パワーコンディショナ系統連系テスト 
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1) 工場における製作図の確認と留意事項の確認状況 
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(2) ケーシングの検尺 
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(2) ケーシングの検尺 
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(3) 水車躯体の検尺 
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(4) 水車区体の状況確認 
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(5) パワーコンディショナ系統連系テスト状況確認 
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(5) パワーコンディショナ系統連系テスト状況確認 
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シーベルインターナショナル株式会社

森本電機溶接鉄工所

有限会社アイ・エンジニアリング

平成25年2月

文命用水水力発電所

施工計画書

計画機関 神奈川県県西地域県政総合センター農地課

作業機関 八千代エンジニヤリング株式会社
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10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

☆3/15営業開始日（変更不可）

☆2/20有水試験工程 ☆（3/12予定）最大取水18.33m3/s

☆ゲート撤去

☆2/18工場検査

☆系統連系委託工事申請（県→東電）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【備考】 ☆2/18～20工場検査 ☆3/8研究会第4回：現地見学会

☆2/1既設制水ゲート扉体撤去 ☆2/20有水試験の計画を東電→県→関係会社へ連絡

☆2/27完全断水は9:00より開始、流末部は10:30頃より完全断水見込み

☆2/27制水ゲート角落し撤去 ☆3/15より漁協への配慮必要

電気
工事

機械
工事

ﾒｰｶｰ

管理

計画機関

作
業
機
関

高橋　敏朗

中村　久

(ｼｰﾍﾞﾙ)

(ｼｰﾍﾞﾙ)

(中山)

(中山)

(電気)

(電気)

電線配線工

試運転

系統連系委託工事

系統連系試運転

北見　輝宗 (八千代)

本運用

(県)

(県)

(八千代)

(八千代)

小野　浩

白岩　良雄

中野　裕之

梁田　信河

点検用門工設置工

制御盤土木基礎工

制御盤設置工

パワーコンディショナ土木基礎工

パワーコンディショナ設置工

引き込み柱土木基礎工

引き込み柱設置工

試運転調整

片付け工

文
命
用
水
水
力
発
電
所
　
工
事

機器製作（工場）

現地搬入

準備工

ゲートピアアンカー工

水車架台・集水板設置工

水車・発電機設置工

自

治

体

連

絡

開成町

南足柄市

水
門
改
修
工
事

準備工

撤去工

製作工

電気工

据え付け工

仮設工

土

地

改

良

区

連

絡

武江田用水
完
全

無
水
期
間

酒匂川左岸用水

流末制水ゲート

東
京
電
力
発
電
所
工
事

福沢第一発電所水車修理工事

組立・調整

無水試験

有水試験

　　　　　　　　　　　　　　　日程

工種

平成25年1月 平成25年2月 平成25年3月 平成25年4月

本運用

文命用水水力発電所　工事工程表

初版： 2013年1月10日 改訂： 2013年2月9日 改訂者： 八千代エンジニヤリング株式会社

工場保管期間

2tトラック・アジテータ

4tトラッククレーン

4tトラッククレーン

25tラフテレーンクレーン

25tラフテレーンクレーン

25tラフテレーンクレーン

4tトラッククレーン

2tトラック・アジテータ

2tトラック・アジテータ

4tトラッククレーン

2tトラッククレーン

2tトラッククレーン

4tトラッククレーン

酒匂川左岸用水取水調整期間

有水工事可能

無水依頼可能

【凡例】

○：連絡・調整可能日

●：現場作業日
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制御盤基礎

(施工後)

発電制御盤

系統連系用変圧器

引込装柱

アンカー用孔開け

余　　　　白

余　　　　白 　

余　　　　白
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引込装柱

アンカー設置その1

引込装柱

アンカー設置その2

制御盤基礎

アンカー打込み

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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制御盤基礎

(神奈川県仕様)

制御盤基礎

変圧器基礎アンカー打込み

引込・送電ケーブル敷設

引込・送電ケーブル用

ダクター設置作業その1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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引込・送電ケーブル敷設

引込・送電ケーブル用

ダクター設置作業その2

系統連系用変圧器設置

その1

系統連系用変圧器設置

その2

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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パイプヒータ用

ケーブル管ダクター工事1

パイプヒータ用

ケーブル管ダクター工事2

引込装柱

搬入

余　　　　白 　

余　　　　白

余　　　　白
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引込装柱

建柱

パプヒータ有孔管

架台用アンカー打設その1

パプヒータ有孔管

架台用アンカー打設その2

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

4-168



パプヒータ有孔管

固定

パプヒータ有孔管

パイプヒータ有孔管設置

パプヒータ有孔管

設置完了

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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パイプヒータ

容姿

パイプヒータ

設置

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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系統連系装置

盤設置

パイプヒータ

配管敷設(パイラックス)

ケーブル管敷設

引込・動力用配管敷設

余　　　　白 　

余　　　　白

余　　　　白
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ケーブル敷設

取引用計器箱内ELB取付

ケーブル結線

ケーブル敷設

系統連系用変圧器結線

ケーブル敷設

制御盤ケーブル結線

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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ケーブル敷設

パワーコンディショナ内

ケーブル結線

ケーブル敷設

制御盤ケーブル結線後

ケーブル敷設

敷設完了後

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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ケーブル敷設

敷設完了後

ケーブル敷設

ケーブル保護板(通路板)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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第５章 モニタリング調査 

5.1 モニタリング調査の目的 

今後の農業用水路を活用した小水力発電の普及に際して、実際の発電効率や流量・落差

等の安定性の確認やゴミ等による影響、周辺環境へ及ぼす影響（騒音・振動）を定量的に

把握して新しい小水力発電事業を定量的に評価することを目的とする。 

 

5.2 データの集積 

小水力発電制御盤に搭載されているデータロガーにより、運転状況を毎秒単位で集積し

た。発電量は kWh の時間帯であるため、時間に集積したデータを次ページ以降に示す。 

発電は上述の 3 月 19 日より開始したが発電はしているものの、通信エラーによりロガー

へのデータ転送が実施できない状況であった。再設定した平成 25 年 3 月 21 日よりデータ

送信が開始され、一時中断し 3 月 30 日までデータは集積した。 

発電は、電力ケーブルと通信ケーブルで情報をやりとりするが、系統への売電は常時実

施されたことから、電力ケーブルに問題はなく、通信ケーブルの問題と推測した。 

3 月 22 日及び 29 日通信ケーブルを一度取り外し、再設置した。さらに制御盤ならびに

パワーコンディショナをリセットした。これにより一時的にデータ転送が復旧するが、約

30 時間を経過すると再びエラーが発生する状況であった。 

通信エラーの原因については、通信ケーブルの接続部分に水車からの越流水が当たるこ

とによる衝撃とケーブル内部への水の浸入が影響するものと推測されることから、平成 25

年 4 月 5 日に通信ケーブルの交換を行う予定である。 

 

5.3 発電力と使用水量及び発電効率 

実施期間中は、3 月 19 日、3 月 22 日、3 月 29 日に制水ゲートを操作し水車上流側水位

を調節したが、その他期間は、前日調整開度を踏襲したままの状態で運用された。 

水位は最大水深（1.35m）を一時的に超える状況も見受けられたが、概ね 1.1～1.2m 程

度で運用された。発電使用水量は 1.2～1.3m3/s 程度でほぼ一定推移となったと推測される。 

越流した状態では、水深（＝有効落差）が高いため、発電力は大きくなる。制水ゲート

を複数回操作したところ、系統電力（＝売電電力、表－5.1 の Meter 列）が 7.0kW を超え

ている場合は概ね越流した状態であることが確認された（図－5.1～5.4 を参照）。言い換え

れば、発電最大効率は、以下のように算定される。 

 

P=9.8×Q×H×η  より 

η＝
1.351.39.8

7.0

HQ8.9 
＝

P
＝41(%) 
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表－5.1 データロガーによる記録集計表（1/7） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

rpm No.1 rpmNo.2 P No.1 Pno.2 Meter

(回/sec) (回/sec) (kW) (kW) (kW)

433 2013/3/19 0:00

434 2013/3/19 1:00

435 2013/3/19 2:00

436 2013/3/19 3:00

437 2013/3/19 4:00

438 2013/3/19 5:00

439 2013/3/19 6:00

440 2013/3/19 7:00

441 2013/3/19 8:00

442 2013/3/19 9:00

443 2013/3/19 10:00

444 2013/3/19 11:00

445 2013/3/19 12:00

446 2013/3/19 13:00

447 2013/3/19 14:00

448 2013/3/19 15:00

449 2013/3/19 16:00

450 2013/3/19 17:00

451 2013/3/19 18:00

452 2013/3/19 19:00

453 2013/3/19 20:00

454 2013/3/19 21:00

455 2013/3/19 22:00

456 2013/3/19 23:00

457 2013/3/20 0:00

458 2013/3/20 1:00

459 2013/3/20 2:00

460 2013/3/20 3:00

461 2013/3/20 4:00

462 2013/3/20 5:00

463 2013/3/20 6:00

464 2013/3/20 7:00

465 2013/3/20 8:00

466 2013/3/20 9:00

467 2013/3/20 10:00

468 2013/3/20 11:00

469 2013/3/20 12:00

470 2013/3/20 13:00

471 2013/3/20 14:00

472 2013/3/20 15:00

473 2013/3/20 16:00

474 2013/3/20 17:00

475 2013/3/20 18:00

476 2013/3/20 19:00

477 2013/3/20 20:00

478 2013/3/20 21:00

479 2013/3/20 22:00

480 2013/3/20 23:00

2013/3/19

2013/3/20

DATA
No.

DATE TIMEDammy_DATE
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表－5.1 データロガーによる記録集計表（2/7） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

rpm No.1 rpmNo.2 P No.1 Pno.2 Meter

(回/sec) (回/sec) (kW) (kW) (kW)

481 2013/3/21 0:00

482 2013/3/21 1:00

483 2013/3/21 2:00

484 2013/3/21 3:00

485 2013/3/21 4:00

486 2013/3/21 5:00

487 2013/3/21 6:00

488 2013/3/21 7:00

489 2013/3/21 8:00

490 2013/3/21 9:00

491 2013/3/21 10:00

492 2013/3/21 11:00

493 2013/3/21 12:00

494 2013/3/21 13:00 8 0 0 0 0

495 2013/3/21 14:00 8 0 0 0 0

496 2013/3/21 15:00 8 0 0 0 0

497 2013/3/21 16:00 7 0 0 0 0

498 2013/3/21 17:00 46 66 2.56 2.52 5.08

499 2013/3/21 18:00 46 66 2.19 2.13 4.32

500 2013/3/21 19:00 42 66 2.58 2.44 5.02

501 2013/3/21 20:00 42 66 2.61 2.5 5.11

502 2013/3/21 21:00 42 66 2.5 1.98 4.48

503 2013/3/21 22:00 42 66 2.56 2.52 5.08

504 2013/3/21 23:00 46 66 2.52 2.14 4.66

505 2013/3/22 0:00 46 66 2.35 2.43 4.78

506 2013/3/22 1:00 46 66 2.67 2.24 4.91

507 2013/3/22 2:00 40 66 2.34 2.29 4.63

508 2013/3/22 3:00 42 66 2.42 2.24 4.66

509 2013/3/22 4:00 46 66 2.62 2.44 5.06

510 2013/3/22 5:00 42 66 2.55 2.39 4.94

511 2013/3/22 6:00 42 66 2.65 2.4 5.05

512 2013/3/22 7:00 42 66 2.44 2.22 4.66

513 2013/3/22 8:00 42 66 1.56 1.47 3.03

514 2013/3/22 9:00 12 10 0 0 0

515 2013/3/22 10:00 46 66 2.53 2.17 4.7

516 2013/3/22 11:00 42 66 2.5 2.34 4.84

517 2013/3/22 12:00 42 66 2.57 2.37 4.94

518 2013/3/22 13:00 50 66 2.53 2.26 4.79

519 2013/3/22 14:00 46 66 2.36 2.12 4.48

520 2013/3/22 15:00 42 66 2.63 1.95 4.58

521 2013/3/22 16:00 42 66 2.32 2.26 4.58

522 2013/3/22 17:00 42 66 2.62 2.3 4.92

523 2013/3/22 18:00 42 66 2.52 2.14 4.66

524 2013/3/22 19:00 46 66 2.45 2.31 4.76

525 2013/3/22 20:00 42 66 2.35 2.21 4.56

526 2013/3/22 21:00 42 66 2.39 2.29 4.68

527 2013/3/22 22:00

528 2013/3/22 23:00

2013/3/22

2013/3/21

DATA
No.

DATE TIMEDammy_DATE
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表－5.1 データロガーによる記録集計表（3/7） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

rpm No.1 rpmNo.2 P No.1 Pno.2 Meter

(回/sec) (回/sec) (kW) (kW) (kW)

529 2013/3/23 0:00

530 2013/3/23 1:00

531 2013/3/23 2:00

532 2013/3/23 3:00

533 2013/3/23 4:00

534 2013/3/23 5:00

535 2013/3/23 6:00

536 2013/3/23 7:00

537 2013/3/23 8:00

538 2013/3/23 9:00

539 2013/3/23 10:00

540 2013/3/23 11:00

541 2013/3/23 12:00

542 2013/3/23 13:00

543 2013/3/23 14:00

544 2013/3/23 15:00

545 2013/3/23 16:00

546 2013/3/23 17:00

547 2013/3/23 18:00

548 2013/3/23 19:00

549 2013/3/23 20:00

550 2013/3/23 21:00

551 2013/3/23 22:00

552 2013/3/23 23:00

553 2013/3/24 0:00

554 2013/3/24 1:00

555 2013/3/24 2:00

556 2013/3/24 3:00

557 2013/3/24 4:00

558 2013/3/24 5:00

559 2013/3/24 6:00

560 2013/3/24 7:00

561 2013/3/24 8:00

562 2013/3/24 9:00

563 2013/3/24 10:00

564 2013/3/24 11:00

565 2013/3/24 12:00

566 2013/3/24 13:00

567 2013/3/24 14:00

568 2013/3/24 15:00

569 2013/3/24 16:00

570 2013/3/24 17:00

571 2013/3/24 18:00

572 2013/3/24 19:00

573 2013/3/24 20:00

574 2013/3/24 21:00

575 2013/3/24 22:00

576 2013/3/24 23:00

2013/3/23

2013/3/24

DATA
No.

DATE TIMEDammy_DATE
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表－5.1 データロガーによる記録集計表（4/7） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

rpm No.1 rpmNo.2 P No.1 Pno.2 Meter

(回/sec) (回/sec) (kW) (kW) (kW)

577 2013/3/25 0:00

578 2013/3/25 1:00

579 2013/3/25 2:00

580 2013/3/25 3:00

581 2013/3/25 4:00

582 2013/3/25 5:00

583 2013/3/25 6:00

584 2013/3/25 7:00

585 2013/3/25 8:00

586 2013/3/25 9:00

587 2013/3/25 10:00

588 2013/3/25 11:00

589 2013/3/25 12:00

590 2013/3/25 13:00

591 2013/3/25 14:00

592 2013/3/25 15:00

593 2013/3/25 16:00

594 2013/3/25 17:00

595 2013/3/25 18:00

596 2013/3/25 19:00

597 2013/3/25 20:00

598 2013/3/25 21:00

599 2013/3/25 22:00

600 2013/3/25 23:00

601 2013/3/26 0:00

602 2013/3/26 1:00

603 2013/3/26 2:00

604 2013/3/26 3:00

605 2013/3/26 4:00

606 2013/3/26 5:00

607 2013/3/26 6:00

608 2013/3/26 7:00

609 2013/3/26 8:00

610 2013/3/26 9:00

611 2013/3/26 10:00

612 2013/3/26 11:00

613 2013/3/26 12:00

614 2013/3/26 13:00

615 2013/3/26 14:00

616 2013/3/26 15:00

617 2013/3/26 16:00

618 2013/3/26 17:00

619 2013/3/26 18:00

620 2013/3/26 19:00

621 2013/3/26 20:00

622 2013/3/26 21:00

623 2013/3/26 22:00

624 2013/3/26 23:00

2013/3/25

2013/3/26

DATA
No.

DATE TIMEDammy_DATE
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表－5.1 データロガーによる記録集計表（5/7） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

rpm No.1 rpmNo.2 P No.1 Pno.2 Meter

(回/sec) (回/sec) (kW) (kW) (kW)

625 2013/3/27 0:00

626 2013/3/27 1:00

627 2013/3/27 2:00

628 2013/3/27 3:00

629 2013/3/27 4:00

630 2013/3/27 5:00

631 2013/3/27 6:00

632 2013/3/27 7:00

633 2013/3/27 8:00

634 2013/3/27 9:00

635 2013/3/27 10:00

636 2013/3/27 11:00

637 2013/3/27 12:00

638 2013/3/27 13:00

639 2013/3/27 14:00

640 2013/3/27 15:00

641 2013/3/27 16:00

642 2013/3/27 17:00

643 2013/3/27 18:00

644 2013/3/27 19:00

645 2013/3/27 20:00

646 2013/3/27 21:00

647 2013/3/27 22:00

648 2013/3/27 23:00

649 2013/3/28 0:00

650 2013/3/28 1:00

651 2013/3/28 2:00

652 2013/3/28 3:00

653 2013/3/28 4:00

654 2013/3/28 5:00

655 2013/3/28 6:00

656 2013/3/28 7:00

657 2013/3/28 8:00

658 2013/3/28 9:00

659 2013/3/28 10:00

660 2013/3/28 11:00

661 2013/3/28 12:00

662 2013/3/28 13:00

663 2013/3/28 14:00

664 2013/3/28 15:00

665 2013/3/28 16:00

666 2013/3/28 17:00

667 2013/3/28 18:00

668 2013/3/28 19:00

669 2013/3/28 20:00

670 2013/3/28 21:00

671 2013/3/28 22:00

672 2013/3/28 23:00

2013/3/28

2013/3/27

DATA
No.

DATE TIMEDammy_DATE
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表－5.1 データロガーによる記録集計表（6/7） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

rpm No.1 rpmNo.2 P No.1 Pno.2 Meter

(回/sec) (回/sec) (kW) (kW) (kW)

673 2013/3/29 0:00

674 2013/3/29 1:00

675 2013/3/29 2:00

676 2013/3/29 3:00

677 2013/3/29 4:00

678 2013/3/29 5:00

679 2013/3/29 6:00

680 2013/3/29 7:00

681 2013/3/29 8:00

682 2013/3/29 9:00

683 2013/3/29 10:00

684 2013/3/29 11:00

685 2013/3/29 12:00 54 66 3.72 3.21 6.93

686 2013/3/29 13:00 46 66 3.51 3.52 7.03

687 2013/3/29 14:00 54 66 4.6 4.63 9.23

688 2013/3/29 15:00 66 54 3.4 3.3 6.7

689 2013/3/29 16:00 66 54 3.14 3.39 6.53

690 2013/3/29 17:00 66 50 3.47 3.23 6.7

691 2013/3/29 18:00 66 50 3.54 3.41 6.95

692 2013/3/29 19:00 66 54 3.35 3.48 6.83

693 2013/3/29 20:00 66 54 3.33 3.06 6.39

694 2013/3/29 21:00 66 50 3.29 3.3 6.59

695 2013/3/29 22:00 66 50 3.33 3.12 6.45

696 2013/3/29 23:00 66 46 3.03 3.11 6.14

697 2013/3/30 0:00 66 46 3.56 3.3 6.86

698 2013/3/30 1:00 66 50 3.4 3.35 6.75

699 2013/3/30 2:00 66 46 3.25 3.35 6.6

700 2013/3/30 3:00 66 50 3.37 3.14 6.51

701 2013/3/30 4:00 66 50 3.25 3.21 6.46

702 2013/3/30 5:00 66 46 3.11 3 6.11

703 2013/3/30 6:00 66 50 3.11 3.06 6.17

704 2013/3/30 7:00 66 46 3.26 2.88 6.14

705 2013/3/30 8:00 66 50 3.3 3.37 6.67

706 2013/3/30 9:00 66 50 3.04 2.99 6.03

707 2013/3/30 10:00 66 50 3.32 3.03 6.35

708 2013/3/30 11:00 66 50 3.19 2.92 6.11

709 2013/3/30 12:00 66 46 3.26 2.87 6.13

710 2013/3/30 13:00 66 46 3.06 3.03 6.09

711 2013/3/30 14:00 66 50 3.29 3.08 6.37

712 2013/3/30 15:00 66 46 3.22 2.9 6.12

713 2013/3/30 16:00 66 46 3.04 3.13 6.17

714 2013/3/30 17:00 66 42 3.19 3.14 6.33

715 2013/3/30 18:00 66 46 2.82 2.96 5.78

716 2013/3/30 19:00 66 46 2.86 3.09 5.95

717 2013/3/30 20:00

718 2013/3/30 21:00

719 2013/3/30 22:00

720 2013/3/30 23:00

2013/3/29

2013/3/30

DATA
No.

DATE TIMEDammy_DATE
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表－5.1 データロガーによる記録集計表（7/7） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

rpm No.1 rpmNo.2 P No.1 Pno.2 Meter

(回/sec) (回/sec) (kW) (kW) (kW)

721 2013/3/31 0:00

722 2013/3/31 1:00

723 2013/3/31 2:00

724 2013/3/31 3:00

725 2013/3/31 4:00

726 2013/3/31 5:00

727 2013/3/31 6:00

728 2013/3/31 7:00

729 2013/3/31 8:00

730 2013/3/31 9:00

731 2013/3/31 10:00

732 2013/3/31 11:00

733 2013/3/31 12:00

734 2013/3/31 13:00

735 2013/3/31 14:00

736 2013/3/31 15:00

737 2013/3/31 16:00

738 2013/3/31 17:00

739 2013/3/31 18:00

740 2013/3/31 19:00

741 2013/3/31 20:00

742 2013/3/31 21:00

743 2013/3/31 22:00

744 2013/3/31 23:00

2013/3/31

DATA
No.

DATE TIMEDammy_DATE
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図－5.1 3/19 の最大 6.95kW 観測時の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－5.2 3/19 の最大 6.95kW 観測時の状況 
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図－5.3 3/22 の最大 7.1kW 観測時の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－5.4 3/22 の最大 7.1kW 観測時の状況 
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5.4 モニタリングの課題 

(1) 設備の調整 

3 月のデータでは、回転数が 66 回を記録することが多い結果となったが、これは、発電

機の最大回転数を示している（水車のみ稼働では 1470 回となる）。しかしながら同じ回転

数においても発電力には違いが見られ、回転数から発電力を推定することはできない（相

関がない）。発電機の回転数は落差と流量により支配され、かつ流量はオリフィスによる放

流式より算出されるため、実質は落差（上流水位）に依存する。よって、回転数は落差と

の相関関係が見られることが予想されるが、現時点ではその確認ができていない。 
現時点における推定としては、ケーブル等の接続不良、または制御盤のプログラミング

の不調に寄るものと考えられる。 
平成 25 年度のモニタリングにおいては、長期間データを集計し、水車の回転数に対する

上流水位及び発電力の相関について条件を整理する必要がある。また上記の様な設備トラ

ブルがないかの確認もデータを蓄積することにより明らかにしていく必要がある。 
 
(2) データロガーへの集積方法 

水車メーカーより設定されたデフォルトのデータセットでは毎秒単位でデータ集積が行

われたが、内部制御（機側で演算されるプログラム）では秒単位の管理が求められるが、

遠方監視では分又は時間単位でも問題はない。 
平成 25 年度のモニタリングにおいては、膨大なデータファイルはエラーの要因となりや

すいため、データロガーへの集積方法を見直すと共に、モニタリングデータの種類に応じ

て適切な集積間隔を設定する必要がある。 
 
(3) データ転送エラーの解明 

平成 24 年度実施内のモニタリングにおいては、データ転送エラーが発生しており、前述

のとおりケーブルの再設置を行うと一時的に復旧するものの、約 30 時間を経過すると再び

エラーが発生していることから、平成25 年4月5日に通信ケーブルの交換を予定している。 
平成 25 年度のモニタリングにおいては、ケーブルに対する水の影響について調査すると

共に、ケーブルの防水対策など、確実なデータ集積とそのデータを活用した運転監視を実

現できるように、設備の改良・改善を実施する必要である。 
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5.5 周辺影響への対応 

水車が稼働すると、水車付近では、水の乱れる音、発電機が回転する金属音が確認され

る。小水力発電は 24 時間稼働するため夜間の騒音が懸念される。 
 3 月 19 日のモニタリングにおいて、制水ゲートを操作して水の流れを静めるために、カ

ーテンウォールに類似する方法を実施した。カーテンウォール効果により住宅地へ騒音が

軽減になる可能性が高く、今後カーテンウォール効果を定量的に把握するため、カーテン

ウォール有り／無しでの騒音を計測し、運用方法を検討することが必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－5.5 カーテンウォール効果による騒音の抑制概念図 

 
 
 
 
 

ゲートにより水の
乱れを抑える

音の反射を期待
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第６章 今後の課題 

6.1 実証実験における課題の整理 

(1) 制水ゲートの運用方法 

2013 年 3 月 19 日の運転では、当初計画とは異なるゲート操作を行った。 

・右岸側ゲート（当初）全開    （実際）50cm 程度を水没 

・左岸側ゲート（当初）開度 1.0m （実際）開度 0.6m 

右岸側は水の乱れを押さえるためにカーテンウォール作用（下図参照）を期待して調整し、波

浪現象を抑制する効果を確認することができた。発電は秒単位で変動を繰り返しており、水車付

近での水面の波浪は発電の変動を助長させ、発電が安定しない。またそれは制御する回路へも信

号の繰り返し変動を生じさせていることから、負荷が大きいと推測される。 

また下流側の水深が発電に大きく影響していることも確認されたため、下流側水位を低下させ

る工夫が必要と思われる。 

流量が異なる時期に同様のことが実施できるか、監視方法と問題が無いかを現地確認を通じて

確認する必要がある。 
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(2) 騒  音 

水車が稼働すると、水車付近では、水の乱れる音、発電機が回転する金属音が確認される。小

水力発電は 24 時間稼働するため夜間の騒音が懸念される。 

カーテンウォール効果により住宅地へ騒音が軽減になるか、騒音計を用いて効果の検証し、定

量的な把握が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－6.2 ゲートによる水車発電設備の騒音回折概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－6.3 水車発電設備と近隣住居の位置関係 

ゲートにより水の
乱れを抑える

音の反射を期待

約 120m 
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(3) 制水ゲート放流水による水車回転の影響 

水車がより多くの発電するためには、水車が 2 軸とも 66 回転（発電時最大）で稼働する必要が

ある。現状においては、2 号機が 40 数回転にとどまっているため、流況を確認しながら、左岸ゲ

ートの開度を調整し、2 号機の回転が最大となる状況を把握し、今後の改善点を計画する必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－6.4 水車下流側の水脈の乱れ 

左岸ゲートからの
放流と水車放流
水が渦巻く

2号機 1号機

（左岸） （右岸）

側壁により中央
へ跳ね返る

側壁により中央
へ跳ね返る
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(4) メンテナンス 

水車・発電機のメンテナンスとしては、ゴミのつまりや故障のほか、油さしなどの作業がある。 

管理用チェーンブロックを用いてメンテナンスが簡単に行えるか、作業上の課題は何かをまと

めて、維持管理費への低減を検討する必要がある。 

水車発電機設備は重さ約 2.0t であり当初 3.0t 吊りのチェーンブロックを設置したが、ギヤ比低

いため作業が著しく低下する結果となった。このため 5.0t 吊りに変更してギヤ比を向上させたこ

とで作業性が向上したが、吊り上げには 5 分程度の時間を要する。またデータ取得などは容易に

行うことが出来るが、水車の昇降や上記の作業には熟練した感覚と労力を要する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－6.5 維持管理を行う代表的な作業事例 

 

水車軸のグリース注入

水車発電設備の吊り上げ
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6.2 平成 25 年度モニタリング計画に向けて 

(1) モニタリングの目的 

水車・発電機をモニタリングすることの目的は、大きく分けて以下に分類される。 

 水車・発電機の健全な運転確認     （発電量の確認） 

 上流側流況の確認          （流量・水位の確認） 

 流下する雑木・ゴミ管理・設備点検  （維持管理の実態） 

農業用水を活用した小水力発電の場合、これまでの水力発電所と異なる傾向にある。 

 騒音・振動の影響確認 

→水車・発電機が簡素化され発電所建屋がない 

→設置場所が専用地ではなく宅地に近い 

 

以上より、本事業におけるモニタリングの目的は、以下の点について調査・実施することが望

ましい。 

 水車・発電機の健全な運転確認 

→水車・発電機の異音・振動などにより通常点検を行う。 

→発電量と水量・落差の関係から理論と実測の差を計測する。 

→設備点検の課題、作業の簡略化等を、実作業を通じて確認する。 

→2 号機の回転数が向上する方法のトライアル作業を実施する。 

 上流側流況の確認 

→上流側の水路状況及び灌漑取水の状況から発電への影響を考察する。 

 流下する雑木・ゴミ管理 

→水車へ流下するゴミの量を計測し、発電の減電量を把握する。 

 騒音・振動の影響確認 

→水車・発電機の設置位置から 20m ピッチで影響の確認を実測し、水車・発電機の設置

の影響を定量的に把握する。 
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(2) 水車・発電機の健全な運転確認 

運転確認おいては、以下の水車発電機の点検項目のうち、黄色のハッチング部分が対象となる。

設備点検の課題、作業の簡略化等を、実作業を通じて確認する。 

表－6.1 水車発電機の点検項目 

 

 

また現地の発電力のデータを用いて、実測による発電効率を算定することが出来、計画との乖

離を確認することができる。 

  η＝Pe／P 

  ただし、Pe：発電力（実際に得られた電力） 

上式のデータをグラフにプロットすることで、発電力が大きい場合と小さい場合のバラツキを

確認することが出来、水車の安定的な状態を定量的に確認することが出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－6.6 発電効率の確認プロットグラフの例 
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(3) 上流側流況の確認 

本実証実験では、上流の福沢第二発電所の使用水量及び武永田用水・酒匂川左岸用水の取水量

に大きく依存する。上流流況との相関性をとり、発電に適した条件を確認することが望ましい。

（灌漑用水は自動制御ではないため、小水力発電のベストな状態がいつも確保されるわけではな

いため。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－6.7 バックウォーターの上流部への影響状況 

 

バックウォーターが影響している最上流部 
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(4) 流下する雑木・ゴミ管理 

右表は開水路小水力発電におけるゴミ撤去後の水深・発電量の増減を示した事例であり、ゴミ

が多い場合は発電量が平均で 15%程度低下していることが判る。（※表中の数値はゴミ撤去前を

100 とした時の変化を示している。） 

(2)の点検と合わせて水車への影響しやすい外部要因を整理する必要がある。 

表－6.2 ゴミの撤去による発電量の増加事例（開水路における小水力発電モニタリング） 

水深 発電量 水深 発電量 水深 発電量

(m) (kW) (m) (kW) (m) (kW)

第1回 104.7% 107.2% 104.7% 102.3%

第2回 99.2% 105.7% 99.6% 101.2%

第3回 124.0% 167.2% 124.5% 168.7%

第4回 100.4% 103.1% 100.4% 103.1%

第5回 94.7% 97.1% 90.7% 100.0%

第6回 86.2% 178.9% 84.6% 157.9%

第7回 113.8% 160.0% 112.8% 160.0%

第8回 106.2% 100.0% 105.2% 100.0%

第9回 100.0% 102.4% 100.4% 101.2%

第10回 100.4% 101.2% 100.0% 100.0%

第11回 100.4% 100.0% 100.4% 100.0%

第12回 101.2% 101.5% 100.8% 101.5%

第13回 118.1% 135.1% 117.6% 133.3%

第14回 101.6% 104.0% 101.6% 102.0%

第15回 103.1% 105.7% 101.3% 102.9%

第16回 101.0% 103.8% 100.0% 101.9%

第17回 105.2% 114.3% 103.4% 121.4%

105.6% 114.9% 105.2% 114.0%平均（第4～6回除く）

1回目 1回目に対する2回目の増加率 1回目に対する3回目の増加率
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(5) 騒音・振動の影響確認 

前述の様に、水車・発電機が稼働していることによる影響を定量的に把握すると共に、ゲート

のよる騒音効果がどれほど期待できるかを定量的に把握する必要がある。計測には普通騒音計及

び普通振動計により現地 20m ピッチ程度で計測して影響を距離で確認することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－6.8 開水路における小水力発電設備の騒音・振動計測事例 

 

適合規格
計量法・普通騒音計、JIS C 1509-1：2005 ク
ラス2、IEC 61672-1：2002 Class2

対応する旧規格
JIS C 1502：1990、IEC 60651：1979 Type2、
IEC 60804：2000 Type2

測定機能（主演算）

騒音レベルLp、等価騒音レベルLeq、単発
騒音暴露レベルLE 騒音レベルの最大値
Lmax、最小値Lmin、時間率騒音レベルLN
（任意に選択された5値）

測定時間
10秒、1、5、10、15、30分、1、8、24時間およ
び手動（最長200時間）

適用規格 計量法JIS C 1510-1995

測定機能
振動レベル（Lv）、振動加速度レベル（Lva）、
時間率レベル（Lx）、パワー平均（Leq）、最大
値（Lmax）

測定レベル範囲 振動・振動加速度レベル30～120dB

周波数範囲
計量法・振動・振動加速度レベル1～
80Hz,JIS・振動・振動加速度レベル1～80Hz

■使用する騒音計測器の基本仕様

■使用する振動計測器の基本仕様
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